
授業科目

［担当教員名］

英語llA（上級）

Mark Surma, Jeffrey Reid, Martyn Pratt 

対象学年 対象学科 i 理学・作業・言語・栄養・スが・社会
開講時期・ 後期 必修・選択 ： i ． 必修

単位数 2 時間数 l 30 

【概要】
この授業の目的は、聴く・話す•読む・書くの 4 技能を延ばすことであるが、特に聴くことと話すことに重点を置く。
様々なタスクを通して、新しい語棠や表現を学び、学生に自信を持って使えるように指導する。
前期終了時に受験する統ーテストの結果に基づき、習熟度別クラスにて授業を行う。

【学習目標l

1．簡単な英語を理解したり、それに返答したりすることができる基本的なコミュニケーション能力を身につける

2．自信を持って nativespeakerと英語でインターラクションをするための聴解、会話力を身につける

回

数 授業計画又は学習の主題 学習方法・学習課題又は備考

1オリエンテーション 1講義と演習および言語活動

21Unit5 Asking and giving information about other people 

31Uni t 5 Reacting to good and bad news / Asking for more detai Is 

41Uni t 5 Practice 

5IUnit 6 Talking about symptoms/ Giving advice 

61Unit 6 Talking about prescriptions 

71Unit 6 Practice 

SIUnit 7 Describing what objects are used for/ Giving instructions 

SIUnit 7 Discussing needs and requirements/ getting clarification 

101Uni t 7 Practice 

111Unit 8 Asking about types of hotels/ Making a reservation 

121Uni t 8 Check in/ Making requests / Cal I ing hotel services 

131Uni t 8 Practice 

14まとめ

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞ ＜発行年・価格•その他＞

New Person to Person (book 2) Jack C. Richards他 OxfordUniv. Press 1995年 2,400円

教科書
（必ず購入する書籍）

参考香

その他の資料

【評価方法】
出席、授業参加、小テスト等を各授業担当者が総

|【雇修上の留意点】

合的に評価したものに、統一試験の結果を加味し
積極的に参加すること。

たものを評価とする。
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